
Résumé

With hand press books, there can be variants within the same setting, as a result of

corrections made while the print run is in progress. These “stop-press variants” provide

important clues to reconstruct the process of book production and discover practices unique to

certain printing houses. Without collation, stop-press variants are very di$cult to detect

because they can be rather subtle.

This article reviews methods and instruments that have been used to collate printed books

in the past, such as the Hinman Collator. It goes on to describe the merits and demerits of these

methods, and define the necessary and desirable requirements for collation�especially for

collation of early printed books in Europe. This paper proposes a new approach to precise

collation that makes use of the superimposition of digital images. In addition to being less

costly, this approach is more detailed, more precise, and easier to implement than previous

methods. Furthermore, it provides an objective way to identify di#erences. Two methods of

applying the principle of superimposition, static and dynamic, are given along with technical

details and software requirements. A case study is also discussed.
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I. 校合の意義

�校合 (collation)� という語には三つの意味が
ある� 1) 複数の刊本または写本の本文を比較し
て異同を記録することを指す場合� 2) 判型や折
丁の構成や落丁の有無など書物の物理的な仕立て
を調べて記述することを指す場合� 3) さらに製
本の際の丁合わせを指す場合である1)� 本論文で
扱う校合とは 1)の意味である� この本文比較と
いう意味での校合にはさらに 2種類あり� 同じ作
品の異なる版 �異なる写本� を比較する場合と�
同じ作品の同じ版の異なる現存本を比較する場合
とに大別することができる�
同一版の比較に関しては� 多少説明を要するだ
ろう�現在の定義では�版とは �(1) 同一出版者が
同一原版を用いて発行する刊行物の刷り	 (2) 同
一マスタ�を用いたコピ�の全体
2) であり� 同
一版であれば本文も同一であるはずである� しか
し� 手引き印刷機による活版印刷の時代� つまり
国によって多少時期にずれはあるが� おおよそ
1830年代に機械化�動力化される以前の手引き
印刷機によって印刷された書物は� 同一版であっ
ても本文が少しずつ異なっていることが普通であ
る� それは� 何らかの間違いに気がつくたびに印
刷の途中で印刷機を止めて組版の修正を行ってか
ら印刷を再開するという� 一般的に行われていた
作業から生じる異同 (stop-press variant) が存在
するからである� 印刷中の異同は� 作品によって
は夥しい数にのぼり� その中には活字の向きなど

の形式的な修正だけでなく� 意味や内容に影響を
与える実質的な修正もある� 例えば� 1608年に
印刷された四折本の �リア王 (London, 1608)は
12部の現存本が知られているが� W. W. Gregの
研究によれば全 42葉 �84ペ�ジ� 中に 167箇所
の変更が見られ [p. 15]� 完全に同一であるという
ものは二組各 2部の現存本同士のみである3) [p.

10]� このようなことが起こるのは� 紙が貴重で
あった時代には� 修正前の紙葉も廃棄されずに修
正後の紙葉と区別なく使用され� 流通していくこ
とが普通だったためである� 活版印刷本において
は活字単位での修正が可能かつ容易であったた
め� 同一版中の異同はしばしば非常に細かいもの
であり� 一文字ずつを比較する詳細な校合によっ
てのみ明らかにすることができる�
校合は� 著者が意図した本文を復元するために
は不可欠であるため� 本文校訂�本文批評の出発
点となっている�山下浩が述べるように� �各版を
�校合� し最良の版を �底本 �そこほん�� (COPY-

TEXT)に選ぶにとどまらず�さらに �底本� とさ
れる同一版本間で� 現存する極力多くの部数を
�校合� し� 印刷途中に生じた �印刷中異同�
(PRESS VARIANTS)をも詳細に記録し� さらに
これを �訂正前本文� (Uncorrected State) と
�校正後本文� (Corrected State) に区分する必要
がある
4) のである� それだけではなく� 同一版
�より正確には同一組版� に属する現存本に見ら
れる異同は印刷作業の進め方と密接に関係してい
るため� 同一版の現存本を校合し� 異同を詳細に
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調査することによって� その書物の印刷工程を解
明する手がかりを得ることも可能である� 特に�
初期刊本 (incunabula)の詳細な印刷工程の実態
については未解明の部分がいまだ多いため� 同一
版内の校合を行うことで明らかにできる点が多い
と期待できる�
従来の手法では� 校合を行うためには校合対象
の現存本が同時に同じ場所に存在していなければ
ならなかった� しかし� 手引き印刷時代の刊本�
とりわけ初期刊本の現存本は世界各地の図書館等
に分散して所蔵されているのが普通であり� 資料
保存の観点から通常は現存本を持ち運ぶことはで
きない� 一つの館に複数の現存本が所蔵されてい
る場合でも� 資料を損傷する恐れなしに正確な校
合を行うための効率的な手段がなかったために�
初期刊本の校合はこれまで非常に難しかった� 例
えば� 西洋最初の活版印刷本として印刷史研究上
重要である �グ�テンベルク 42行聖書� �Mainz,

c. 1454�1455: 以下 �グ�テンベルク聖書�� の校
合さえも� Paul Needhamが 1985年の論文中で
述べているように� 必要性は認識されながらも行
われないままになっていた5)� そのため同一版中
の異同が検証されておらず� そもそも印刷中の修
正が西洋活版印刷術の最初から作業の一環として
行われていたのかどうかということや� 修正され
る間違いの種類や頻度� 手順� 関与者などの問題
についても考察することができなかったのであ
る6)�
しかし� 近年の情報技術の進歩にともない� 初
期刊本の校合への解決の糸口が見えてきた� 各国
の図書館が初期刊本をはじめとする貴重書資料の
デジタル画像化を始め� その成果の多くはウェブ
上で� あるいは市販の CD-ROMとして公開され
ているため� 画像を研究素材として用いれば校合
が実現可能なものになったのである�
本論文では� 従来の校合機による校合手法の利
点と問題点の検討から� 西洋の刊本� 特に� 資料
保存の観点から制約が多い初期刊本の同一版の校
合を行うために必要な基準�条件を導き出し� そ
の基準を満たすものとしてデジタル画像を用いた
汎用性の高い校合手法を提案する�

II. 従来の校合の手法

A. 肉眼による校合

校合は� 長いこと現物同士あるいは現物と複製
を並べて目で見比べるという方法で行われてき
た� 和漢書の場合は� 一般的に薄くて軽く� それ
ほど大きくはないという造本上の特徴のため�
ペ�ジを隣り合わせて置くことがそれほど難しく
なく� 現在に至るまで特別な道具は使われてきて
いない� また� 自分の所蔵する資料であれば� 製
本のかがり糸を切ってばらばらにし� 2枚の紙を
物理的に重ねて光に透かして見ることで校合する
ことも可能である7) [p. 216]�一方�西洋の書物�
特に初期刊本などは� 概してペ�ジ数が多いうえ
に木の板に革をはることが多い製本の構造上全体
が重たく� また紙も分厚いために� 現物を重ねて
透かすことで見比べることは不可能である� した
がって�校合とは 2部を 1行ずつあるいは 1単語
ずつ交互に見比べる作業になる� また� 書誌学の
基本文献の一つである Ronald B. McKerrowの
An Introduction to Bibliographyでは� 10行ほど
離れている二つの句点を選んで定規を当てて定規
が横切る文字を調べ� 校合対象の現存本でも同じ
文字を横切るかどうかを調べることによって版の
組み直しが行われていないかどうかを調べるとい
う方法が紹介されている� ただし� その方法では
位置に影響しない変更や修正は発見することがで
きない8)� 機械を用いない場合の校合手法として
一般に採用されるのは� 前者の肉眼で丹念に見比
べるという方法であり� 特筆されていない場合に
はまずこの方法であると考えてよいだろう� しか
し� 大部な書物であればあるほど� わずかな差異
しかない長い本文を肉眼のみに頼って見比べると
いうのは非常に時間と労力がかかる作業であり�
しかも見落としや見間違いは避けがたい�
大型の初期刊本である �グ�テンベルク聖書�
を例にとると� 1950年代半ばにアメリカ議会図
書館が所蔵する現存本の目録を取った際に� 国立
プロイセン財団図書館所蔵の現存本の写真複製本
と肉眼で 	ペ�ジごとの比較
 が行われ� 後者の
上巻の第 192葉表がその現存本にのみ見られる
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差し替え版の本文を持つことが明らかになっ
た9)� しかし� 1965年にハ�ヴァ�ド大学図書館
で同じ複製本を用いて肉眼による照合が行われた
際に�その上巻の 265葉表に別の差し替え版があ
ることが発見された10)� つまり� 先のアメリカ議
会図書館での校合においては� 265葉表も異版で
あることが見逃されたということになる� まして
や� 同じ版に属しており� 1ペ�ジ中に存在する
違いがわずか 1単語だけであるような場合� ある
いは読みは同じで字体や語間の間隔のみがわずか
に異なるような場合には� さらに見落としやすく
なることはいうまでもない�
肉眼のみに頼る校合の非効率性を補うために�

20世紀後半になると校合を行うための道具がい
くつか開発されてきた� これらの校合機について
は� 開発者らが個別に性能を述べたものがある程
度で� 性能のまとめや比較をしたものがなかった
が� 2003年に出版された Joseph A. Daneの研究
書において初めてかなり網羅的な比較が行われ
た11) [p. 88�95]� 本章では� 開発者らの説明�
Daneによる比較� および筆者の校合の経験から�
それぞれの校合手法の仕組みと利点および問題点
についてまとめ� 初期刊本の校合手法に必要な条
件を検討する�

B. 光学式校合機

1. 仕組みと利点
a. ヒンマン校合機
最初の本格的な校合の道具は� アメリカのシェ
イクスピア学者 Charlton (Joseph Kadio)

Hinman が考案した� Hinman Collator �以下
�ヒンマン校合機�� と呼ばれる鏡を使った光学式
のものであった12), 13)� ヒンマン校合機は� 高さが
約 1.8 m�重さが 100 kg以上と非常に大きい�構
造的には� 校合する資料を置くための二つの台�
複雑に組み合わせたいくつもの鏡� 二つの強い光
源から成っている �第 1図�� 校合を行うために
は� 完全に同じ角度になるように資料の同じペ�
ジ �あるいは当該ペ�ジの写真複製やコピ�� を
開いて台の上に置き� 操作者が接眼レンズを覗い

た時に二つの資料の像が重なり合うように位置を
調整する� 足元のペダルで光源を切り替えられる
ようになっており� 光が当たっている方の資料が
鏡によって像を結んで接眼レンズを覗いた時に見
えるようになっているので� 資料に交互に光を当
てることによって� 操作者は二つの資料を同じ場
所に連続して交互に投影することができる� 二つ
の資料が同一であれば像が切り替わっていること
に気がつかないが� 少しでも違いがあれば� その
箇所がちらつくように見え� 操作者の注意を引く
という仕組みである� Hinmanによれば� この校
合機は肉眼で見比べるよりも遥かに正確であるだ
けでなく� 40倍から 50倍という速度の校合を可
能にする14)� 彼は� 実際にこの校合機を用いてワ
シントン D.C.の Folger Shakespeare Libraryが
所蔵する Shakespeareの最初の全集 �London,

1623: 以下 �First Folio�� 79部を世界で初めて
校合することに成功した15)� 2年をかけた校合の
結果� 印刷中の修正箇所を明らかにし� 本文校訂
によって理想本を再現した �First Folio� の写真
複製版を出版することができたのである16)� ま

第 1図 ヒンマン校合機の仕組み
出典� Krans, Dieter. Kann die Verwend-
ung des Hinmann-Collators der Guten-
berg-Forschung weiterhelfen? Guten-
berg Jahrbuch. vol. 58, 1983, p. 68�78.
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た� 同じ作品の同じ版を複数部所蔵することの意
義を示す研究ともなった�
厳密に言えば� 鏡を使った校合機という考え方
そのものはHinmanが最初ではない� Hinman

が知っていたという証拠はないが� 天文学の分野
ではブリンクコンパレ�タ� (Blink Compara-

tor) という 2枚の天文写真を比較するための同
種の道具が 20世紀初頭から使われており� 冥王
星の発見などの成果を残している� また� 仕組み
はまったく違うが� ドイツでは 1911年に
Gustav Adolf Erich Bogengが�組み直した版を
同定するための書誌学的道具として立体鏡 �ステ
レオスコ�プ� を紹介している17)� そもそも� ヒ
ンマン校合機は戦争中に爆撃のための測量写真の
比較手段として考案された原理に着想を得ている
といわれている18)�
しかし� 書物に特化した校合機を実用化し� 機
械的校合の有効性を証明したのはHinmanが最
初であったということができる� ヒンマン校合機
が与えた影響の大きさは� 最近になってヒンマン
校合機の発明及び販売についての詳細な論文が書
かれたことからも伺い知ることができる19)� ヒン
マン校合機は 1966年の時点で 6,000ドルという
高価なものであったにもかかわらず20)� 初の本格
的校合機ということで主要な図書館によって購入
されていった� 製作�販売を任された Arthur M.

Johnson による 1969年の所在リストでは� 28

の図書館で所蔵が確認されている21)� 購入の時期
によって Johnsonによる小さな変更や改良が付
け加えられているが� 本質的な仕組み�性能に違
いはない22)� ただし� 複雑な古い機械であり� 考
案者 Hinmanが 1977年に亡くなっていること
もあるのか� 壊れると修理せずにそのままになっ
たり� 廃棄されたりすることが多いようであ
る23)� 2000年に Steven Escar Smith が発表し
た最新の所在調査では� 40の図書館が所蔵館と
して挙げられているが� その中には壊れて使用不
可能なものも含まれている24)�
b. 後継機
後に続く校合機には� 大きく分けるとヒンマン
校合機と同じく鏡を組み合わせて像を投影して使

うものと� ステレオスコ�プの原理を使うものと
の 2系統がある� また� 一方では持ち運んで使う
という可能性に注目した開発も行われてきた� 校
合機が持ち運び可能である場合� 校合の基準とす
る現存本あるいはその複製物を持ち運ぶことがで
きれば� 他の現存本を所蔵する各地の図書館へ赴
いて校合を行うことができるからである�
鏡に像を投影するタイプの校合機は� 様�な変
更や改良が施されてきたものの� 本質的な仕組み
は最初に完成したヒンマン校合機からあまり変
わっていない�ただし�ヒンマン校合機が大きく�
非常に高価で生産台数が少なく� 使用する際には
複雑な調整を必要とすることから� 性能は若干落
ちるとされるものの� Poor Man’s Collating Ma-

chine と総称される安価で簡素化された代替品が
数種類開発されている� 1960年代半ばに相次い
で発表された� マイクロフィルム�リ�ダ�を使
用して校合を行う Vinton A. Dearing の校合
機25)� ゼロックスコピ�を用いる Richard Levin

の校合機20)� マイクロフィルム�リ�ダ�を用い
る Gerald A. Smithの校合機などである26)� マイ
クロフィルム�リ�ダ�を利用することの利点
は� 既存の道具を応用できることに加え� 倍率の
調整ができるため� 複写の縮尺が異なっていても
対処できることである�
c. ステレオスコ�プ型の校合機
ステレオスコ�プの原理に基づく校合機は� 人
間の奥行き知覚と空間知覚を利用して� 立体視に
基づく校合を行うというものである� 校合対象の
二つの資料を台 �ア�ム等� に乗せて三次元的に
配置する� 鏡を適切な角度に調整し� 左目で左の
資料を� 右目で右の資料をじっと眺めていると�
脳の中で合成された画像が中央に見えてくるとい
う仕組みである� 脳内の合成画像においては� 同
一である部分は二次元的な背景として見え� 違い
がある部分だけが三次元的に浮き出して見えるこ
とになる�
最初の実用的なステレオスコ�プ�タイプの校
合機は� 1960年に Gordon Lindstrandが発表し
た Lindstrand Mark I Comparator �以下
�Lindstrand校合機	�である�これは� ヒンマン
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校合機と比べると性能的にはやや劣るといわれる
ものの� 簡素な構造で価格もヒンマン校合機の約
十分の一程度であった27)� ただし� 校合機全体の
形はヒンマン校合機と同じように箱型で可動性は
低かった�
こ の Lindstrand校 合 機 は� 1988年 に

Randall McLeod によって持ち運び可能な
McLeod Portable Collator �以下 �McLeod校合
機��に改良された28)�McLeod校合機は箱型では
なく� 木製のア�ムの上に資料を乗せる構造に
なっており� 総重量も 17 kgとそれ以前の校合機
に比べると格段に軽く� 各部分を分解することが
できたのでス�ツケ�スなどに入れて持ち運ぶこ
とができるのである� 考案者McLeodは� 実際に
飛行機や列車などでこの校合機を持ち運んだと述
べている�彼は�この校合機を用いて�約 40部の
Orlando Furioso の英訳の刊本 (London, 1591)

を校合したということである29)�
また� 1997年にはヴァ�ジニア大学の博士課
程に在籍していたR. Carter Haileyがさらに簡素
で小型の校合機 Hailey’s Comet �以下 �Hailey

校合機�� を発表し� 1550年に出版された Piers

Plowman (London, 1550) の校合に用いた30)�
d. その他の校合機
異なる仕組みの校合機としては� 1970年代初
期にイギリスの John Hordenが発表した� 二つ
の業務用テレビカメラを使った校合機を挙げるこ
とができる� 書物だけでなく� マイクロフィルム
やビデオテ�プも校合できるというものであった
が� 大掛かりな仕組みが必要であったためか� 目
立った適用例�研究例はない31)� また� 持ち運び
可能な校合手法として� OHPシ�トなどの透明
なプラスチックシ�トを複写機にセットして校合
対象資料を複写し� そのプラスチックシ�トを重
ね合わせるという方法が Giles Barber によって
1984年に提案された32)� これは� 重ね合わせに
よって校合を行うという原理に基づくものであ
り� 平面性の高い複写ができさえすれば簡単に異
同を明らかにすることができる� しかし� 複写機
での複写による光や熱によるダメ�ジや� ペ�ジ
を無理に開いてガラス面に押し付ける力で資料に

非常に負担がかかるため� 現代の本であれば採用
可能な手法であるが� 初期刊本のような貴重書に
適用することはできない�
同様の重ね合わせの原理に基づき� かつ貴重書
にも使用できる手段としては� 写真を撮り� フィ
ルムそのものあるいは薄い紙に焼き付けたものを
重ね合わせるという方法が考えられる� しかし�
大部な書物の複数の現存本の全ペ�ジを写真撮影
することはあまり現実的ではなく� 疑わしい箇所
のみの調査や部分的な校合に適しているといえる
だろう�

2. 問題点
前節で概観したような様	な校合機は� 現物を
並べて肉眼で見比べる方法と比べると遥かに速
く� また間違いや見落としの危険も少なく� 書誌
学の道具として有用なものであり� Hinmanによ
る First Folio の校合に代表される成果も残して
いる� しかし� その有効性�必要性にもかかわら
ず� 光学式校合機による大規模な校合は前述の数
例を除くとあまり行われてきていない� その理由
としては� 以下に述べるような共通する問題点を
挙げることができる�
第一の� そして最大の問題点は� 校合機が固定
であれ� 持ち運び可能なものであれ� 校合対象の
現存本というオリジナル資料がどちらも同時にそ
の場に存在しなくてはならないということであ
る� つまり� オリジナル資料が別	の図書館に所
蔵されていて持ち運びが許可されない場合には�
校合を行うことができないということになる� ヒ
ンマンが校合を行った Folger Shakespeare Li-

braryは First Folio約 80部を所蔵していること
で有名であるが� これは非常な例外であるという
べきで� 通常は例えば英国図書館などのような大
図書館であっても同一作品の同一版を何部も所蔵
していることは少ない� なお� 2002年 5月から
2004年 3月にかけてミラノの国立マンゾ�ニ研
究所 (Centro Nazionale di Studi Manzoniani)の
Emanuela Sartorelliが Alessandro Manzoni著

いいなづけ� (I Promessi Sposi) の初版 3巻本
(Milano, 1825�26) の 67部の校合をMcLeod校
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合機で行った際には� ミラノのブライデンセ国立
図書館が他機関から現存本を短期間借用するとい
うことが行われた29)� しかし� これは 19世紀の
印刷本であるために実現した措置であったと考え
られる� 初期刊本の場合は� その希少性や高価さ
のため� 外部機関に校合のために貸し出すという
可能性はまずないであろう� なお� 従来型の校合
機の仕組みとしては� 資料の片方あるいは両方が
写真複製物であっても校合できるが� 全ペ�ジの
写真複製というのは通常は予算や資料保存の面か
ら難しく� 複数の現存本を全ペ�ジ校合するため
の手段としては現実的とはいえない� さらに� 複
写物の縮尺やペ�ジ面の平面性を完全に同じに揃
えることは難しいため� 校合に支障を生じる可能
性が高い�
第二に� 第一の問題から派生することである
が� 校合の際に資料に損傷を与えてしまう可能性
が常にあるということである� 例えば� 校合を行
う際には当該ペ�ジを一定の時間ずっと開いたま
まにしておくために力をかけ続けなければならな
いが� 古い資料や壊れやすい資料の場合には大き
く開くのが難しいことが多く� また望ましくもな
い� さらに� 光学式校合機では強い光を当て続け
ることになるが� 光と熱は資料に対して損傷を与
える可能性があるからである�
第三の問題点は� 資料の大きさである� ヒンマ
ン校合機の系統の校合機では� 大型の二折本の場
合はペ�ジ全体にレンズの焦点が合わないため�
ペ�ジ全体を一目で校合することはできない� ス
テレオスコ�プを使う校合機も� 目の焦点距離の
ため一度に数行しか校合することはできない� し
たがって� 大型本の 1ペ�ジを校合するためには
何度か微調整を繰り返さなくてはならないことに
なり� 時間がかかることになる� また� 木のア�
ムに資料を乗せる構造になっているMcLeod校
合機と Hailey校合機では� 大型の二折本などの
重たい大きな資料を安全に乗せることは難しい�
それを如実に示しているのが� McLeod校合機の
取り扱い説明書に大型の資料を乗せる際に校合機
が転倒するのを防ぐための注意事項があることで
ある28) [p. 11]� つまり� 資料保存の観点からは�

できる限り写真などの複製を使う必要があると予
想される� 前述の Daneは� McLeodも Hailey

もできるだけゼロックスコピ�を用いて校合した
と推測している11) [p. 92]�
第四に� 校合機の操作や調整が難しく� 習熟に
は時間がかかるということが挙げられる� 正確な
校合を行うには二つの資料の像を完璧に重ねる必
要があるため� 開いたペ�ジが完全に同じ角度に
なるように平らに置かなくてはならない� また�
鏡を使う場合には� ペ�ジ表面と操作者双方に対
する鏡の角度の厳密な調整も必要になる� しか
し� 資料は製本の状態や� 紙や羊皮紙といった素
材の特質� 経年変化によるペ�ジの収縮の具合な
どがそれぞれ異なっているため� 一点ずつ異なる
調整の工夫が必要となる33)� さらに� 作業者の肉
体的条件や適性によって� 操作を行うことができ
ない場合も出てきてしまう� 例えば� ヒンマン校
合機の場合には� 眼鏡をかけたままでの操作が難
しいという研究者もいる20)� また� ステレオス
コ�プの原理に基づく校合機の場合は見え方に個
人差があり� かつ立体視が得意かどうかという操
作者の適性が必要とされる� 例えば� 筆者は
2002年にケンブリッジ大学図書館の貴重書室に
おいてMcLeod校合機を使用する機会を得たが�
合成画像が見えず� 使用することができなかっ
た�
第五に� 作業者に見えている形そのままでは校
合の結果を保存することができない� そのため�
後から確認したり� 他人の結果と比較したり� 追
試を行ったりするためには� もう一度校合機を
使って同じ作業を行わなくてはならないというこ
とになる� 特に� ステレオスコ�プの原理に基づ
く校合機を使用した場合は� 合成画像は作業者の
脳の中に存在しているだけであるため� 他の研究
者にどう見えているのかということを客観的に検
証するのが難しい�
そのほか� 機械自体が少なかったり� 製造が中
止されて入手が不可能であったり� 非常に高価で
あったり� 個人研究用途で市販されていなかった
りするといった問題もある�
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C. コンピュ�タを応用した初期の試み

1. 仕組みと利点
オリジナル資料を必要としない手法であれば�
光学式校合機が持つ様�な問題点を解決すること
ができる�そこで� 1980年代以降�デジタル技術
を応用することで問題解決を図ろうとする試みが
なされてきた� 最初期の試みとしては� 1983年
に発表された Paul R. Sternberg と John M.

Brayer による Composite Imaging という手法
が挙げられる34)� これは� NASAが衛星画像分析
のために開発した技術を用いており� 1台のコン
ピュ�タおよびビデオカメラやディスプレイから
構成される画像処理システムであった� 資料をビ
デオカメラで撮影したものをデジタル変換してコ
ンピュ�タに保存し� 画像のサイズや形や位置を
調整したうえで� 二つの画像をそれぞれ別�の色
�赤と青�に変える�最後にスクリ�ン上で二つの
画像を重ね合わせて表示すると� 同一の箇所は重
なって黒く見え� 異なる箇所は赤あるいは青に見
えるという仕組みである� その結果は� テ�プも
しくは写真フィルムに出力することができた�
彼らのシステムは� すぐにドイツの SIS社

(Soft-Imaging Software GmbH)によって改良さ
れた� 改良型システムでは画像の表示速度を調節
することができるようになっており� また画像に
つける色は赤と緑に変更された� ドイツの
Martin Boghardtらは� 1990年代に SIS社の改
良型システムを用い� Wolfenbüttel の Herzog

August Bibliothekが所蔵する資料を対象に行っ
た研究の成果を発表している35)�37)�
最近では� 前二手法のように重ね合わせるもの
ではないが� インタ�ネットの普及とデジタル化
の進展を背景に� インタ�ネットのブラウザ上で
上下または左右に二つの現存本からの同じペ�ジ
の画像を並べて表示し� 簡単に比較できるように
している機関も見られる� 例えば� 慶應義塾大学
HUMIプロジェクト �以下 �HUMIプロジェク
ト	�は比較調査を目的として現存する 
グ�テン
ベルク聖書� のデジタル化を進めており� 慶應義
塾図書館所蔵本とケンブリッジ大学図書館所蔵本

を上下に並べて表示できるようにした同一版の比
較サイトを公開している38)� また� 英国図書館で
は� 同じく 
グ�テンベルク聖書� の同館が所蔵
する 2部の現存本の比較サイトや39)� William

Caxton 印行 
カンタベリ�物語� の初版と第二
版との比較サイトを公開している40)� ただし� こ
うした画像比較サイトは� オリジナル資料を肉眼
で見比べるという校合に比べるとアクセスの面で
も作業効率の面でも効果的ではあるが� 肉眼で見
比べるのみだというのは同じであるので� そのま
までは全ペ�ジの校合を行うための正確で現実的
な手段とはならないだろう� 同様の理由で� デジ
タル画像をノ�トパソコンや CD-ROMに格納し
てオリジナル資料を所蔵する図書館へ赴き� 現物
とデジタル画像を肉眼で見比べるという方法も�
全ペ�ジを正確に校合するには妥当な方法ではな
く� 疑わしい箇所を部分的に確認する際に適して
いる方法であると考えられる�

2. 初期の試みの問題点
前節のコンピュ�タを用いる二つの校合システ
ムは� 従来の校合機が持っていた問題をある程度
解決してより正確な校合を行う可能性を持ってお
り� 潜在的に有効な手法であったにもかかわら
ず� 広く使われるようにはならなかった� 普及に
至らなかった理由は� 当時の技術的限界にあった
と考えられる� ビデオカメラによって一度にデジ
タル画像化できる範囲は約 15�21 cmと小さ
かったため� 大型の書物であれば 1ペ�ジを何度
も撮影しなくてはならないことになる� コン
ピュ�タの性能も低く� ハ�ドディスクの容量も
小さかったため� 一度に大量の画像化を行うこと
ができなかった� また� 大掛かりな装置が必要で
あり� 校合結果を出すまでには時間と費用がかか
るために� 個人の研究者がこうしたシステムを用
いて一冊の本全体を校合することは難しかったと
考えられる� そのため� 提案者以外の研究者に
よって採用された事例は見当たらない� また�
Boghardtらも� 大部な刊本の複数の現存本を全
ペ�ジ校合するためではなく� 部分的に詳細な検
証を行うため� あるいは現存本間に存在する違い
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を効果的に見せるためにこのシステムを用いてい
たようである�

III. 初期刊本の校合手法に必要な条件

以上のような� 従来の校合機による手法および
コンピュ�タを用いた初期の校合手法が持つ問題
点の考察からは� 初期刊本の現実的な校合手法に
必要とされる条件を導き出すことができる�
まず� 必須条件としては以下が挙げられる�

� オリジナル資料を校合の場に必要としないこ
と� つまり� オリジナル資料が所蔵されてい
る場所や時間に限定されずに� かつ� 資料を
損傷する危険を伴わずに� 校合を行うことが
できること�
この条件からは� 複製物を用いて行うこと
ができる校合手法であること� 及び� その複
製物は持ち運びが容易であること� という条
件が導き出される�

� オリジナル資料の物理的な大きさにかかわら
ず適用できること�

� 操作者の肉体的条件などによって使用でき
る� できないなどの違いが出ずに� 誰が行っ
ても基本的には同じ校合結果を得ることがで
きること�

� 単語や文字の挿入�変更�削除や� 単語の綴
り� 句読点の変更などの本文上の違いだけで
はなく� 同じ文字の異字体や� 単語と単語の
間隔の変更などの細かな印刷上の違いも発見
できること� つまり� �読み� としては同じで
あるが� 外面上の形式的な変更がある場合を
も発見できること�
初期刊本においては異字体の数が多く� そ
の使用方法には植字作業上の規則や慣習が密
接に関係しているため� この点は非常に重要
である� なお� ここ数年は各種の電子テクス
トの作成や公開が活発になってきたが� 全て
の異字体や語間の間隔までも厳密に同定して
いるものならば別であるが� 単なる翻刻など
による電子テクストの比較ではこの条件を満
たすことはできない� 正確な校合のために

は� 印刷ペ�ジ面全体をテクストとしてでは
なく画像として扱うことが必要となる� した
がって� �の条件と合わせると� 画像の複製
物による校合が必要だということになる�

� 校合の結果を客観的な形で保存できること�
つまり� 後から参照したり� 追試として校合
したりできるように� ファイル出力などの形
で結果を保存することができること�

次に� 望ましい条件としては以下が考えられ
る�

� 現実的な速度で作業できること�
� 非常に特殊であったり� 大掛かりであったり
するような機械や設備を必要としないこと�

� 一般的なフォ�マットの画像を使用できるこ
と� これは� 特殊なフォ�マットの画像しか
扱えない場合は� 素材として利用できる画像
が限定されるからである� 特に� 条件�で画
像の使用が必要になるとしたが� 各所蔵館か
ら提供される画像のフォ�マットは必ずしも
標準化されていないことが予想されるので�
一般的なフォ�マットの画像を用いることが
できる手法であることが望ましい�

	 導入のコストがかかりすぎないこと� これ
は� 個人研究者が利用するためには必要な条
件となる�

コンピュ�タを用いた初期の試みは� オリジナ
ル資料を用いる従来型の校合機の場合に生じる問
題のうち条件����にあたる部分を解決した
が� 上の条件全てを満たしているわけではない�
しかし� 画像をコンピュ�タで処理するという方
向性の正しさは疑いをいれない� 先行例の問題点
は本質的なものではなく� 技術革新によって次第
に解決されていくと予想できる� 既にパソコンの
性能はめざましく向上し� 比較的高性能なものが
安価に入手できるようになってきている� 画像化
の面においても� 貴重書を傷つけずにデジタル画
像化するためのフィルム�スキャナやデジタル�
スキャニング�カメラやデジタル�シングル
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ショット�カメラなどの装置と� それを実践する
ための経験の蓄積が進んでいる� 実際に� 世界各
地の図書館では自館が所蔵する貴重書のデジタル
画像化および公開が始まっており� 研究素材とし
てのデジタル画像の入手が容易になりつつあ
る41)� さらに� 一般的な画像フォ�マットを扱う
ことができる市販の画像処理ソフトウェアが充実
してきているので� 個人研究者がデジタル技術を
書誌学的研究に応用できる可能性が見えてきた�
次章では� このような状況に対応し� 上述の必
要な条件� 及び� 望ましい条件を満たすような現
実的かつ効率的な手法として� デジタル画像を用
いた校合手法を提案する�

IV. デジタル画像を用いた校合手法

A. デジタル画像の重ね合わせ

印刷本の厳密な校合を行うための手法として�
デジタル画像の重ね合わせという原理に基づく校
合手法を提案する� 重ね合わせの原理からは� 画
像の静的重ね合わせと動的重ね合わせ �高速切り
替え表示� という 2種類の応用の仕方が考えられ
る�

1. 画像の静的重ね合わせ
画像処理ソフトウェアを使って二つの画像の解
像度を合わせ� 傾きなどを調整したうえで� 片方
の画像を半透明にし� もう一方の画像に重ね合わ
せる� そうすると� 二つの画像が同一であれば完
全に重なって 1枚の画像しか表示されていない
ように見えるが� 異なる部分はぶれたようにぼや
けて見える� この手法に必要とされるのは� 画像
の解像度や傾きや透明度を調整することができ�
複数のレイヤ�を表示することができるソフト
ウェアである�
例として� ほとんど違いがない二つの画像を第

2図と第 3図として示した� 第 2図は� 紙に印刷
された英国図書館所蔵の �グ�テンベルク聖書�
(King’s Library Copy: BL, C.9.d.4) の下巻第 27

葉表左コラム 21	26行であり� 第 3図は羊皮紙
に印刷された同館所蔵本 (Grenville Library

Copy: BL, G. 12227) の同じ箇所である� 両者は

同一版に属しているので� 印刷中に修正作業が行
われていなければ完全に同一であるはずである�
第 3図を半透明にし� 第 2図に重ねたところが第
4図である�
第 4図を見ると�上から 2行目と 4行目に違い
があることがわかる� 上から 2行目の後半は� そ
れぞれ次のように印刷されている�
第 2図
 “Et est amic[us] qui”

第 2図 英国図書館所蔵グ�テンベルク聖書
紙本
下巻第 27葉表左コラム 21	26行
(BL, C.9.d.4. By permission of the Brit-
ish Library)

第 3図 英国図書館所蔵グ�テンベルク聖書
羊皮紙本
下巻第 27葉表左コラム 21	26行
(BL, G. 12227. By permission of the Brit-
ish Library)

第 4図 第 3図を半透明にして第 2図に重ねたと
ころ
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第 3図� “Et e[st] amic[us] qui”

上から 4行目は� 次のように印刷されている�
第 2図� “qui odiu[m] [et] rixa[m] [et] co[n]

uicia denudabit.”

第 3図� “qui odiu[m] et rixa[m] et co[n]

uicia denudabit.”

�なお� 第 3図の最後の単語の冒頭
の二文字 “de” は連字である�

どちらの場合も� 声に出して読んだ場合の本文
は同じであるが� 単語の綴り方において縮約形や
略語を使うか� あるいは開いて書いてあるかとい
う点が異なっている� また� それに伴って語と語
との間隔が変わり� 2行目では文末の揃い方に違
いが出ている�
第 4図が示すように� この手法では� 単語や文
字の違いだけでなく� 文字の形や語と語の間隔の
違いといった� 肉眼では見つけにくく� 見落とし
の危険が非常に高いような細かい点まで厳密に校
合することができる� また� この静的重ね合わせ
の手法は� ペ�ジ全体の校合だけでなく� ある特
定の活字が他の活字と同一であるかどうかという
判断にも応用することができる�

2. 画像の動的重ね合わせ �高速切り替え表示�
二つ目の手法は� 解像度や傾きを調整した複数
の画像を画面上の同じ場所に高速で連続して切り
替えて表示するというものである� つまり� 高速
で図 2� 図 3� 図 2� 図 3, . . .と交互に表示する�
画像が同一であれば切り替えには気づかないが�
少しでも異なるとその部分が動いて目をひくとい
う原理に基づくもので� いわばヒンマン校合機の
デジタル版と呼ぶことができる� この手法に必要
なソフトウェアは� 画像の解像度や位置などの調
整が容易にでき� 複数の画像を連続して切り替え
表示できる機能を持つものである� 違いがある箇
所に気づいた場合に確認したり� 記録をとったり
するためには� 画像を個別に表示することもで
き� また切り替え表示速度を自由に調節する機能
を持つことも必要である� 高速切り替え表示の実
際の様子を紙面で示すことはできないので� 例と
して� 複数の画像を高速で切り替え表示した場合

の様子を次のURLに示した
�http:/ /www.slis.keio.ac.jp/�mari/b42/japa-

nese/collation.html	�

B. 応用事例

1. 使用した画像の詳細
A節で提案した 2種類の手法を用いて� 実際に

グ�テンベルク聖書� を対象として校合を行い�
手法の有効性を検証した� 
グ�テンベルク聖書�
を選んだ理由は� 西洋における最初の印刷本とし
ての重要性から現存する 48部のうち 12部が既
にデジタル化されており� ウェブ上での公開�
CD-ROMでの販売� 館内画像閲覧などによって
画像が提供されているので� 研究素材として利用
できるためである� これは上下巻を合わせると 2

段組の本文が 1,200ペ�ジ以上ある大部な書物
であり� それまで体系的な校合は行われていな
かった�
デジタル化されている 
グ�テンベルク聖書�
の画像の詳細を� デジタル化�公開の順に第 1表
に示した� 表中の 所蔵館� はオリジナル資料の
所蔵館を示し� 素材�はオリジナル資料が印刷さ
れている素材を示す� 解像度� は� 公開されてい
る各ペ�ジ画像のおよその画像解像度 �縦�横�
をピクセル数で表している� なお� 9, 11, 12

�ウェブ版� 番の公開画像はペ�ジの余白部分が
一部トリミングされている�
表中の 1, 2, 3, 4, 6, 7番は HUMIプロジェクト
が同じデジタルカメラを用いてデジタル化したも
のであり� 全体的に均質な画像となっている42)�
なお� 11番も同プロジェクトがアナログカメラ
で撮影したフィルムからデジタル画像を作成した
ものである� また� 5番は所蔵館がスキャニン
グ�カメラを用いてデジタル化したもの� 8番は
凸版印刷�株�がアナログフィルムからデジタル画
像を作成したもの� 10番は Octavo社がデジタ
ル化したもの� 9番と 12番はそれぞれ所蔵館が
I2S DigiBook システムによってデジタル化した
ものとなっており� 画像作成方法や品質� 画像解
像度などはそれぞれ異なっている�
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2. 校合の手順
導入コストを抑え� かつ汎用性が高い現実的な
校合手法を可能にするために� 市販のソフトウェ
アを応用して校合を行った� 校合に用いたハ�ド
ウェアは� 最新ではない一般的な性能のノ�トパ

ソコンである (CPU: Pentium III-850 MHz, RAM:

384 MB)�
a. 静的な重ね合わせ
静的な重ね合わせには� Adobe 社の Photo-

shop日本語版 (version 7.0.1)を用いた� ただし�

第 1表 �グ�テンベルク聖書� のデジタル画像

所蔵館 素材 形式
解像度
(pixel)

公開状況1

1 慶應義塾図書館 �上巻のみ� 紙
JPG 500�350 http://www.humi.keio.ac.jp/treasures/

incunabula/B42/index.htmlFPX 2,000�1,400

2 ケンブリッジ大学図書館 紙 JPG 2,000�1,400
http://www.humi.keio.ac.jp/treasures/
incunabula/B42/index.html2

3 グ�テンベルク博物館 �Kraus本� 紙 JPG 1,980�1,350 館内閲覧

4
グ�テンベルク博物館
�Laubuch本	 下巻のみ� 紙 JPG 1,980�1,350 館内閲覧

5 ゲッティンゲン大学図書館 羊皮紙 JPG 1,340�965
CD-ROM3及び
http://www.gutenbergdigital.de/

6 英国図書館 �King’s本� 紙 JPG 1,980�1,350
http://prodigi.bl.uk/treasures/gutenberg/
search.asp

7 英国図書館 �Grenville本� 羊皮紙 JPG 1,980�1,350
http://prodigi.bl.uk/treasures/gutenberg/
search.asp

8
ヴァチカン教皇庁図書館
�Barberini本� 羊皮紙 JPG 1,600�1,050

館内閲覧
�同館および凸版印刷博物館内�

9 オ�ストリア国立図書館 紙 VCM 2,000�1,400 CD-ROM4

10 米国議会図書館 羊皮紙 PDF � CD-ROM5

11 ペルプリン神学校図書館 紙 JPG 1,000�700
�上巻� http://www.pbi.edu.pl/show.php?pub
32
�下巻� http://www.pbi.edu.pl/show.php?pub
1527

12
テキサス大学ハリ��ランサム�
センタ� 紙

PDF (1,400�1,000) CD-ROM6

JPG 830�600
http://www.hrc.utexas.edu/exhibitions/
permanent/gutenberg/

1. 表中のオンライン情報資源の最終閲覧日は� すべて 2005年 5月 25日である�
2. この URLは� ケンブリッジ�慶應両大学のキャンパス内からのみアクセス可能である�
3. Elmar Mittler and Stephan Fussel, ed. Gutenberg Digital: Gottingen Gutenberg-Bibel, Musterbuch

und Helmaspergersches Notariatsinstrument. Munchen, K. G. Saur Verlag, 2000. (CD-ROM)� なお� オ
リジナル画像の解像度は 5,700�8,200 pixelである�

4. The 42-line Gutenberg Bible of the Austrian National Library. Vienna, Verlag Bruder Hollinek, 2000.
(CD-ROM).

5. Biblia Latina, Mainz, ca. 1455: Gutenberg Bible (Rare Book and Special Collections Division, Library
of Congress). Oakland, CA., Octavo, 2003. (CD-ROM). 2枚の CD-ROMからなる普及版 (ISBN 1-891788-
74-4)と 22枚からなる研究版 (ISBN 1-891788-75-2)とがあり� 後者には高解像度の画像が格納されている�

6. Harry Ransom Humanities Research Center. The Gutenberg Bible at the Harry Ransom Center.
Texas, The University of Texas at Austin, 2004. (CD-ROM)� なお� オリジナル画像は 3,600�2,400
pixelである�
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同社の廉価版の Photoshop Elements でも同様
の作業を行うことができることを確認している�
具体的な手順としては� まず� Photoshop上で
二つの画像の解像度を手作業で揃え� 傾きなどを
調整した� しかし� 湾曲などの補正は� 異字体の
形に影響を与える可能性があると考えたため行わ
なかった� 次に� 一方の画像を新しいレイヤ�と
してもう一方の画像に重ね合わせ� 不透明度を
40�60�程度に変更した� 先の第 3図は 7番の
画像であるが� それを Photoshop上で第 2図 �6
番� に重ね� 第 3図の不透明度のみを 50�に変
更したところが第 4図となる� なお� 先行事例の
ように各画像に赤や青などの異なる色をつけるこ
ともできるが� 実際には特に必要ないと判断した
ため� 色はつけないこととした�
第 4図には二つの画像を使用した場合を示し
たが� 実際には三つ以上の画像を重ね合わせるこ
とが可能である� その場合� 三番目以降の画像も
それぞれ新しいレイヤ�として保持し� 不透明度
を 40�60�程度とすればよい� 校合対象とする
現存本全てのある 1ペ�ジをレイヤ�として重
ねて 1ファイルとして保存しておくと� 全てを同
時に表示させることも� 必要な画像のみを表示さ
せることもできるため� 作業が効率的になる� 最
後に PSD形式で保存して全てのレイヤ�を保持
したままにしておくことにより� 後からの確認や
再度の校合などを容易に行うことができる�
第 1表に示したように� 現在一般に公開されて
いる画像は� ウェブ上の情報資源が多いこともあ
り� ほとんどが圧縮された JPEG形式のカラ�画
像である� 9番の CD-ROMからは 2ペ�ジ分
�下巻の 316葉裏と 317葉表� の画像が抜けてい
たため� 当該 2ペ�ジは白黒の写真複製物をフ
ラットベット�スキャナでスキャンし� 試験的に
TIFF形式�BMP形式�JPEG形式の 3種類の
デジタル画像を作成して校合に用いたが� いずれ
の場合も校合に支障はなかった�
公開画像の画像解像度は様	であるが� ある程
度であれば 100�以上に拡大して基準本の解像
度と揃え� 校合を行うことができた� 具体的に
は� 5番の 1,340
965 pixelではさほど問題が

なかったが� 11番の 1,000
700 pixel や 12番
�ウェブ版� の 800
600 pixelでは正確な校合を
行うためには解像度が不足していた� オリジナル
資料の物理的な大きさが約 40
30 cm (16
12

inch)であるので� 公開画像の dpiはいずれもあ
まり高くはないが� 肉眼で細かな点を確認するこ
とができる程度の画像であれば� この手法の素材
として用いることができるということになる�
解像度の問題ではなく� 撮影方法によっても問
題が生じる可能性がある� まず� ペ�ジ表面の平
面性が高い画像の方が容易に校合を行うことがで
きる� 逆に� ペ�ジの一部の湾曲が大きい場合に
は画像を重ね合わせることが難しかった� 特に喉
の部分によく見られたが� 部分的な湾曲が甚だし
い場合には� その部分のみを肉眼で見比べるとい
う補助的な手段を用いざるを得なかった� また�
10番以外は 1ペ�ジを平面的に撮影した画像で
あったが� 10番は見開き 2ペ�ジを真上から撮
影した立体的な画像であった�その結果� 10番に
関してはペ�ジ画像の平面性がないため� 他の画
像との重ね合わせを行うことができなかった�
b. 動的な重ね合わせ �高速切り替え表示�
動的な重ね合わせには� 画像の調整や切り替え
速度等の調節が容易であることから� 本来はマル
チメディア�オ�サリング�ツ�ルである
Macromedia 社の Director MX 日本語版 (ver-

sion 9) を用いた� 効率は悪いが� Adobe 社の
Image Readyなどでも同様の効果を得ることが
できる�

Directorを使用する場合は� 校合対象の画像�
つまりここで示した例であれば第 2図と第 3図
の解像度等を調整したうえで隣り合ったフレ�ム
に並べ� それぞれを画面 �ステ�ジ� 上の同じ位
置に配置する� 次に� 再生のテンポを 6�10 fps

程度に設定し� 画像を配置したフレ�ムのみを選
択してル�プ再生すると� 画像が交互に連続して
表示され� 校合を行うことができる� 解像度� 平
面性に関する画像の条件は� 静的な重ね合わせの
場合とほぼ同様であった�
c. 手法の有効性
上述の 2手法の正確性や効率にはほとんど差
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がない� ただし� 静的重ね合わせの方が� 動的重
ね合わせよりも画像の調整を一層厳密に行う必要
がある� したがって� 羊皮紙によく見られるよう
にペ�ジ表面のうねりや収縮が激しく� 平面性を
出すのが難しい場合には� 動的重ね合わせの方が
適していると考えられる� また� 目の疲労も多少
ではあるが� 後者の方が少ないようである�
手法の有効性を検証するために� 上述の 2手法
を適宜使い分け� �グ�テンベルク聖書�上巻�下
巻それぞれの現存本のデジタル画像を用いて全
ペ�ジの校合を行った� その結果� 従来は同一だ
と考えられていた同一版に属するペ�ジに存在す
る印刷中の異同を発見することができ� 西洋最初
の活版印刷所において既に印刷中の修正という作
業が行われていたことを証明し� また羊皮紙ペ�
ジの方が紙ペ�ジよりも後から印刷されたという
仮説を提出することができた43), 44)� 校合では� 単
語の綴りの変更や活字の向きの変更といった大き
な違いだけではなく� 僅かに形が異なる異字体の
使用といった細かな印刷上の変更も発見すること
ができた� これは� 希少性と所在の分散のために
本格的な校合を行うことが不可能であった �グ�
テンベルク聖書� 研究史上初の校合であると同時
に� デジタル技術を用いた初の本格的な校合の事
例でもあり� デジタル画像を用いた校合手法の有
効性を示すことができた�

C. 利点

前述の �初期刊本の校合手法に必要な条件� に
対応する形でデジタル画像を用いた校合手法の利
点を挙げると� 以下のようにまとめることができ
る�
画像の静的あるいは動的な重ね合わせによるど
ちらの手法も� オリジナル資料を校合の場に必要
としない 	条件�
� そのため� オリジナル資料を
傷める恐れもなく� 初期刊本のような貴重書の調
査には特に適している�
また� 資料 	画像
 の大きさに関係なく校合す
ることができ� 大きさや位置の調整がオリジナル
資料を使う場合よりも遥かに容易である 	条件
�
� 時間的には� 大型の二折本に 2段組で印刷

されている �グ�テンベルク聖書� の例でも� 解
像度や傾きなどの調整時間を含めても平均 1分
から 5分程度で 1ペ�ジの校合を行うことがで
きるので� 大部な本の全ペ�ジを校合することが
現実的な選択肢となる 	条件�
� さらに� 光学式
校合機が一度に二つの資料しか対象とすることが
できないのに対し� 三つ以上の資料でも同時に校
合することができることも利点の一つである� 校
合の際には� 基準とする現存本を決め� 基準本と
現存本A, 基準本と現存本 B, 基準本と現存本
C, . . . という順番で校合を行うことによって全現
存本を互いに校合したのと同じ結果を得ることが
できる� しかも� 基準本と各現存本A, B, C, . . .を
一つのファイルとして保存することが可能である
ので� 効率的に複数部の校合を進めることができ
るのである�
この手法では� ステレオスコ�プ型の校合機の
ように作業者の特別な適性も必要ではなく� ソフ
トウェアの扱いさえ学べば誰もが同じように行う
ことができる 	条件�
� また� 一般的な市販のソ
フトウェアを応用できるため導入コストが低く抑
えられ� 個人研究者でも利用可能である 	条件
�
� 一般的なフォ�マットの画像を扱うことが
でき� さらにファイル形式や色数が異なっていて
も校合に支障はないため� 応用範囲が広く� 汎用
性がある 	条件�
�ハ�ド面でも特に大掛かりな
設備は必要ない 	条件�
� もちろん� コンピュ�
タのメモリや CPUの性能が良く� モニタが大き
いほど校合作業は楽になるが� 一般に流通してい
る程度のパ�ソナルコンピュ�タで十分に作業す
ることができる�
そして� 単語や文字などの本文上の �読み� の
違いだけではなく� 文字の形の違いなどの細かな
差異などの画像でなくては違いがわからないよう
な異同も発見することができ� 正確で厳密な校合
が可能である 	条件�
�
さらに重要なこととして� 重ね合わせによる校
合結果をそのままファイルとして保存して確認や
追試に用いることができるため� 従来の光学式校
合機よりも高い客観性を備えているといえる 	条
件	
�
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V. 展 望

本論文で提案したデジタル画像の静的あるいは
動的な重ね合わせによる校合手法は� 正確で� か
つ先行する手法と比較した場合により客観性の高
い校合を可能にするものである� その研究素材と
しては� 現時点で作成�公開されている画像を用
いることができる� したがって� 現在の状況にお
ける初期刊本の校合のための現実的かつ効率的な
手法であると考えられる� 画像の異同を認識する
という点では� 医学の分野においてはレントゲン
写真の異同を探すプログラムが開発されている
が45)� 書物� 特に初期刊本に対して応用できるよ
うな既存の手法がなかったためである�
この手法の限界としては� 素材となる画像デ�
タを� 図書館等が保存�公開�研究などの目的で
行う資料のデジタル化に依存するということが挙
げられる� 貴重書デジタル化のための機材や技術
が発展してきたとはいえ� 個人で校合に適した品
質�撮影方法で全ペ�ジのデジタル化を行うこと
はほぼ不可能であり� また図書館等の許可を得る
ことも難しいことが予想されるからである� 校合
という目的のためだけに� 同一版の現存本が優先
的にデジタル化される可能性は残念ながら低い�
ただし� HUMIプロジェクトのように比較研究を
促進するために �グ�テンベルク聖書� の現存本
を順次デジタル化している組織もあり� 今後の研
究成果によってはそうした事例が増えてくる可能
性もある�
本論文で提案した手法は� コンピュ�タと画像
を用いた客観性の高い手法である一方で� 最終的
な判断を作業者の肉眼に頼っているという点では
従来の校合手法と同じであるともいえる� 初期刊
本のように物理的状態がそれぞれ独特であるよう
な物を対象とした校合作業の完全な自動化を目指
すのは現実的ではないであろう� しかし� 画像の
パタ�ン�マッチング等によって異なる箇所の候
補を自動的に探し� 訓練を積んだ研究者がその候
補を見て最終的な判断を行うことができるような
補助的な半自動校合ソフトウェアを開発すること
ができれば� より一層の校合の効率化が達成でき

るだろう� その際には画像の湾曲の補正が必要に
なると予想されるが� 現状では初期刊本に特化し
た適切な補正手法がないため� 補正によって文字
の形の微妙な違いなどを認識できなくなるおそれ
がある� しかし� 初期刊本のペ�ジ画像から活字
画像を切り出し� 文字テンプレ�トとのマッチン
グによる自動認識を行ってデ�タベ�ス化すると
いう HUMIプロジェクトの試みなどが進行中で
あり46)� 今後そうした手法が発展していけば� 校
合にも応用できる可能性があると期待される�
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